
 - 1 - 

  

第
五
十
一
号 

   

   
 

牧
野
の
太
陽
光
発
電
所 

  
牧
野
の
県
有
地
に
1.4

MW
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
大
規
模
太
陽
光

発
電
所
）
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
美
濃
加
茂
太
陽
光
発
電
所
」
が
建
設

さ
れ
た
。
牧
野
の
西
は
江
戸
時
代
に
尾
張
藩
の
「
御
林
」
で
あ
っ

た
た
め
、
住
民
の
利
用
が
禁
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
出
入
り
す
ら

で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
維
新
と
と
も
に
御
林
は
明
治
政

府
に
接
収
さ
れ
、「
国
有
」
と
な
っ
た
。
従
っ
て
後
に
一
部
が
「
岐

阜
大
学
農
学
部
」
の
実
習
農
場
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
現
在
こ

の
土
地
は
県
有
部
分
と
な
っ
て
お
り
、
西
野
建
設
が
県
か
ら
借
用

し
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
隣
接
の
県
有
地
に
は
、

「
可
茂
特
別
支
援
学
校
」
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。 

  

写
真
右
は
発
電
所
で
、
奥
に
可
茂
特
別
支
援
学
校
が
見
え
る
。 

  

ソ
ー
ラ
ー
施
設
は
、
牧
野
ふ
れ
あ
い
広
場
の
一
部
約
１
万
６
，

８
６
５
㎡
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
５
，５
２
０
枚
ほ
ど
が
設
置
さ
れ

た
。
年
間
の
発
電
量
は
１
５
０
万
kWh
を
見
込
み
、
一
般
家
庭
３

３
０
世
帯
分
の
電
力
使
用
量
に
相
当
す
る
。
発
電
し
た
電
力
は
中
部
電
力
に
全
量
売
電
さ
れ
る
。

売
電
単
価
は
21
円
／
kWh
と
さ
れ
て
い
る
。
発
電
所
の
総
事
業
費
は
２
億
８
千
万
万
円
。
事
業
期

間
は
20
年
間
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

西
の
パ
ネ
ル
の
下
で
は
榊
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
榊
は
宗
教

行
事
に
使
用
さ
れ
る
の
で
、
一
定
の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
。
し

か
も
、
近
年
、
日
本
で
の
栽
培
が
急
激
に
減
少
し
、
総
需
要
の

九
十
％
が
中
国
か
ら
の
輸
入
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
当
然
船
便
な
ど
で
輸
入
さ
れ
、
鮮
度
が
悪
い
と
い
う
問
題

点
が
あ
っ
た
。 

榊
は
次
の
よ
う
な
植
物
と
し
て
の
特
徴
が
あ
る
。 

 

①
日
陰
で
も
育
ち
や
す
い 

 

②
丈
夫
で
手
入
れ
が
し
や
す
い 

 

③
低
木
樹
で
あ
り
大
き
く
な
り
に
く
い 

  

ま
た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
霜
害
を
防
ぐ
役
目
を
す
る 

 

写
真
左
は
、
西
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
下
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
様
子
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

ヨ
ナ
ダ
ー
が
下
米
田
・
牧
野
の
色
々
な
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
よ 


